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健常赤血球沈降速度 ヲ有 スル肺結核

患者 ノ臨牀 的觀察

大阪帝國大學醫學部今付内科教室(圭任 今村教授)

醤 學士 井 下 勝 馬

署 學士福 永 融

醤學 士 山 本 和 男

一 緒 言

赤 血球 沈 降反 慮(以 下 赤 沈 ト略構 ス)ガ 結 核 ノ診

断、 治療 、豫 後 判 定 等 ノ補 助 ト シテ用 フ可 キ ハ

今 日殆 ン ドー 般 常 識 化 セ ル感 ア リ。 一 般 ニ ハ病

竈 ノ廣 狭 、 浸 潤 ノ性 質 組 繊 崩 壊 ノ多 寡 二慮 ジテ

夫 々促進 スル モ ノナ レ共 活 動 性 肺 結 核 二於 テ モ

赤沈 ガ往 々 ニ シテ健 常値 乃 至 ハ 限界 値 テ示 ス モ

ノアル ノ・既 一1927年Tillisch〔1)ガ 赤 沈 健 康 値

ナル開 放性 結 核19例 テ報 告 セル所 ナ リ。

サ レ共 當 時未 ダ筒 一般 ノ認 ムル所 トノ・ナ ラザ リ

シモ ノ ・如 シ。 昭和7年 今 村 教 授(2)(3)ノ・吾 今村

内科 ノ臨 床二於 テモ亦 斯 カル症 例 アル ラ認 メ著

者 ノー 人井 下 ラ シテ米 田、 田 中 ト共 二調 査 セ シ

メ、 昭 和8年4月 日本 結 核 病 學 會 二 於 テ報 告 〔4)

セ シメタ リ、 其 後 斯 カル症 例 二閣 ス ル報 些 和 次

イデ出 デIllig,(5,Thiele(6),Berg{7,'等 ノ詳 細 ナ

ル報 告 ア リ。 本 邦 二於 テ モ亦 天 川 、 清 野(8⊃,柳爆

(9}
、 長 井 く19)、岡部(11)等 ノ報 告 ア リ。Thieleハ 開

放 性結 核 ノ25%二 於 テ健 常 赤 沈 値 ラ 示 ス ト構

スル モ111ig(12)ハ 之 二反 封 シテ高 卒 二過 ギル ト

ナ シ自 ラノ・1.2%ナ リ ト報 告 セ リ。 本 邦 二於 ケ

ル報 告 モ多 クハ療 養 所 牧 容 患者 二於 ケ ル観 察 ニ

シテ通 院 患者 三關 スル モ ノ乏 シ 久 其 臨 鉢 的 観

察 モー一致 セザ ル鮎 ア リ。

余 等 ノ・前 報 告 後 吾 今 村 内科 入院 拉 二外 來 患 者 二

就 テ調 査 シ、 斯 カル赤 沈 健 常 値 テ示 セ ル肺 結 核

患 者64例 テ得 タル テ以 ツ テ之 ガ 観 察 テナ シ此

塵 二報 告 セ ン トス。

二 観察材料拉方法

患者ハ線 テ今村内科入院及外來患者 ニシテ喀疾

中結核菌ラ謹明 シ或ノ・胸部rレ」線上明白二結核

病竈テ有 シ而モi聴診上嘩音テi聴取スル等確實二

活動性肺結核 ト診断 シ得 タルモノニシテ初診時

赤沈促進 セルモ、 ソノ後病勢停止 シテ健常値 ト

ナレルモノ及末期二於 テ遅延セル如キ場合ハ之

テ除外セリ。

赤 沈 ハ ウ ヱ ス テゼ ニ上2氏 法(12)テ用 ヒ測 定 温 度

ノ・囁 氏18度 乃 至22度 ナ リ
。

赤 沈 健 常値 トシテノ・諸 家 ニ ヨ リ多 少 ノ差 ア リ。

余 等 ハWestergren二 從 ヒ1時 間 値 男 子3迄 、

女 子7迄 ラ健 常 値 トナ シ、 又1時 間 値 男 子4-

10、 女 子8-15迄 テ 限界 値 トナ セ リ。

三 臨淋的観察
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(イ)頻度。今村内科二於テ昭和8、9、10年 度入

院患者中確實二活動性肺結核 ト診断 シ得 タルモ
ノ

ノハ931名 ニシテコノ中健常赤沈値 テ示 スモノ

10名 、 限界赤沈値テ示 スモノ19名 、 計29名

(3・1%)テ 得 タリ。外來患者 ヨリノ・赤沈値健常

ナル肺結核患者15名 、限界値 ラ示 スモノ20名

ラ得 タルモ外來患者 ニテハ其活動性テ的確 ニハ

決定 シ得 ザル場合多キガ故 二其頻度幾何ナルヤ

ラ求 メ得 ザリキ(第1表)。
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限 計

29(3.1%)

35

64

之 テIllig/1.2%Berg/2.3%二 比 シ梢 ≧
ミ

高 率 ナ ル モ 柳 澤 ノ 刀 根 山療 養 所 二於 ケ ル18.8

%長 井 ノ湘 南 「サ ナ トリウ ム」二於 ケ ル13.9%

二比 ス レバ著 シ ク低 卒 ナ リ
。

(ロ)性 別 及 年 齢 別 。

第2及3表 二見 ル如 ク性 別 二於 テハ男 子 二於 テ

多 ク天 川 ノ近 江 「サ ナ ト リウ ム」二於 ケ ル親 察 ト

ー 致 ス
。 年 齢 別 二於 テハ本 邦 結 核 ノ好 獲年 齢 タ

ル26乃 至30歳 二多 キモ50歳 ヲ超 ユ ル 者 二於

テ モ亦 斯 ク ノ如 キ赤 沈 健 常 或 ハ限 界 値 テ有 ス ル

活 動 性 肺 結 核 患 者 存 在 ス。

第2表 性 別

入 院 外 來 計

男 子212849

女 子8715

第3表 年 齢別

年齢15-2021--2526--3031-一 一5051歳 以 上

人鍛121221181

〈ハ)喀 血 或 ハ血 疾 ノ有 無。

入 院 及外 來 患 者 共 約 牛 数 二於 テ喀 血 或 ハ血 疾 テ

訴 《・タ リ(第4表)。 之 レBergノ 成 績 卜略k一

致 ス。 長 井 ハ血 疾 テ除 キ 喀 血 テ訴 フル者 ハ33

%ナ リ ト報 ぜ リ、

第4表 喀血或 ハ血疲 ノ有 無

入 院 外 來 計

有161531

無132033

(二)熱。是等患者 ノ熱 ノ歌態 テ観 タルニ微熱或

ハ無熱 ノ者多撒ナルモ37.5度(蟻 氏)以 上二及

プ者尚4名 アリタリ(第5表)。 天川・柳澤、長

井等 トー致 ス。

第5表 熱ノ有無

入 院 外 來 計

37.5℃ 以 上134

37.1-37.56814

36.8-37.0191332

36.6以 下31114

(ホ)曝 音 、 又 曝 音 二就 イテ観 ル ニ著 明 二聞 ユル

者 少 ク多 クハ蕪 取 シ得 ザ ル カ或 ハ僅 二…聴取 シ得

ル ー止 マル(第6表)。

第6表 煕 音

入院

著明 二聴取 スル者3

僅 カニ聰取 スル者9

隠顯 出浸 スル者8

全 ク隠取 シ得 ザル者9

外 來 計

36

1524

917

817

(へ)喀 庚 中結 核 菌 。 是 等患 者 ノ喀 庚検 鏡 ノ結果

テ観 察 ス ル ニ入院 患 者 二於 テ ハ結 核 菌 ノ陰 陽略

相 孚 バ シ外 來 患 者 ニ テ ハ陽 性 者少 シ。 天 川 ノ40

%、 長ill/9.5%二 比 シ何 レモ高 卒 ナ リ。 木院

患 者 ニ テハ喀 疾 検 査数 次 二亙 ル ト錐 モ、 外來 患

者 ニ テ ハ然 ラザ ル爲 ナ ラ ンカ(第7表)。

第7表 喀疾 中結 核菌

入 院 外 來 計

陽 性155-20

陰 性141630

(ト)ピ ル ケー 氏反 慮 。

是 等 患 者 ノ ピル ケー 氏 反 慮 ハ樫 度 場性 者 多 ク強

陽 性 者 少 シ。 陰 性 者6名 ア リ タル モー 般 状態 ヨ

リ考 へ陰 性 「ア ネル ギー」ノ状 態 ニ ハ非 ザ ル ガ如

シ(第8表)。

第8表 ピルケー氏反感

陰 性

豪 赤1--4粍

,,5-10,,

"11粍 以 上

(チ)病 期 。 ツ ル バ ン

入 院 外 來

15

38

2111

42

十
〇

ρ0

41

9
屠

ρ0

ヨ
ロ

ー

3

4

、 ゲ ル ハ,レ ド凶 雨 氏 ニ ヨル

病 期 分 類 法 二從 ヒテ病 期 分 類 テ行 ヒ シニ第9表

ノ如 シ。 帥 チ 入院 患 者 ニ テ ハ第 二 期 ノ者 最 モ多
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ク第一期 之 二次 ギ、 第三 期 ノ モ ノ僅 力2名 ナ

リ。 外來 患 者 二於 テモ 第 一期 及 第 二期 ノ者 多 ク

第 三期 ノ者1名 ナ リ。 一 般 二重 症 者 ニ ハ少 キ ガ

如 シ。Berg,長 井 等 ノ所 見 トー 致 ス。

第9表 病 期

入 院 外 來 計

171623

皿201737

皿213

(リ)胸 部X線 像 所 見 。 是 等 患 者 ノ胸 部X線 像 所

見 テ観 ル ニ第10表 ノ如 ク第 一 期 ノ患 者 二於 テハ

主滲 出型 ノ者 多 キ モ第 二期 ノ患者 二於 テ ハ圭 増

殖 型 ノ者 最 モ多 シ。 而 シ テ 是 等64名 中胸 部X

線 像 上空 洞 テ謹 明 セ ル ハ14名 ナ リ。コ ノ中10例

ハ其室 洞 極 メ テ小 サ ク小 指 頭 大 テ出 ヅル モ ノナ

シ。 他 ノ4例 ニ テハ掴 指 頭大 二達 ス ル大 サ ナ レ

共何 レモ周 園 壁 ・・肥 厚 セ ル ラ 認 メ タ リ。Berg

ハ2422名 ノ 「サ ナ トリ ウム」牧 容 肺 結 核 患 者 中

ユ8名 ノ赤 沈 健 常値 ナル 開放 性 患 者 テ登 見 シ是 等

ノ病 竈 何 レモ狭 ク且X線 像 上硬 化性 二傾 ケル者

ナ リ ト報 ジ、 又38名 ノ赤 沈 限 界 値 ナ ル 開放 性

患 者 ラモ併 セ報 告 シ是 等 ハ病 竈 前 者 二比 シ梢 ≧

廣 ク、 硬 化 性 二 傾 ク ト錐,内24例=テ ハ室 洞

ラ謹 明 セ リ ト。

第10表 胸部X線 像 所見

1期 皿期 皿期

圭壇殖型8251

圭滲 出型1540

混 合 型582

十
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彗
口
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σ
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ー
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(ヌ)豫後。是等患者 ノ豫後 テ知 ラント欲 シ昭和

12年1月 往復端書ラ以ツテ其後 ノ経過 ラ尋ネ、

來院可能ナル者 ニハ出頭 セシメ・翠學的所鬼

赤沈X線 像 ラ再検 シタリ。其結果第11表 ノ如

シ。

第11表

勤勢 二從事 セル者 療 養中 ノ者 死亡

1073

卸 チ其後 ノ動 静 テ知 リ得 タル20例 中10例 ハ既

二快癒 シ
、 勤 努 二從 事 シ、 尚静 養 テ綾 行 セ ルモ

ノ7名 、死 亡3名 ナ リ。 活動 性肺 結 核 二於 テ モ

赤沈 値 低 キ者 バー般 二豫後 良 好 ナ リ トハ著者 ノ

ー 人 井 下 ガ米 田
、 田 中 ト共 二報 告 セ ル所 ニ シテ

Berg,Illig,長 井 等 ノ見解 トー 致 スル所 ナ レ共

本 報 告 二於 テ死 者3名 ア リタ ル ハ注 目 二値 ス。

活動 性 結 核 二於 テ ハー 般 二赤 沈 促 進 セル ガ常 ニ

シテKaminsky、Starlinger等 ハ赤 沈 値 健 常

ナ レバ 活動 性 結 核 ラ否 定 シテ可 ナ リ トサ へ論 ズ

ル ニ、反 セFreund,Pedoja,Freudenthal,Kri-

mphoff等 ハ赤 沈 健 常 値 ナ リ 共 活 動 性 肺 結核 ラ

否 定 シ得 ズ ト稻 ス 。 今 余 等 ノ例 二徴 ス ル モ赤 沈

健 常値 ナ リ共 活動 性 肺 結核 テ否 定 シ得 ザ ル ハ最

早 ヤ明 白 ノ事 實 ニ シテ斯 カ ル者 二於 テ ハ前述 ノ

如 キ臨脈 所 見 テ呈 スル テ知 リタ リ.結 核1臨 休

二赤沈 ラ用 フル ノ際 些 力参 考 トナ ラバ望 外 ナ リ

摘 要

今 村 内科 入院 及 外 來 患 者 中赤 沈 値 健 常 或 ハ限界

値 ラ示 セ ル 活 動 性 肺 結 核 患 者64名 テ得 テ之 ガ

臨 休的 観 察 テ ナ セ リ。(イ)其 頻 度 ハ入院 患 者 ニ

テ ハ3.1%ナ リ。(ロ)性 別 ヨ リ観 レバ男3女1
　

一ノ割 合 ニ シテ 年 齢21 --30歳 ノ者 最 モ多 キモ51

歳 以 上 ノ者 モ ア リ。(ハ)約 牛 数 二於 テ肺 出血 ノ

病 歴 ア リ。(二)多 クハ微 熱 或 ハ亜 熱 テ訴 フル モ

37・5度(囁 氏)以 上 ノ有 熱 者 モ ァ リタ リ.(ホ)曜

音 著 明 二i聴取 シ得 ル者 妙 ク、(へ)喀疾 中結 核 菌 ハ

入院 患 者 ニ テハ約 牛数 二於 テ、 外 來 患 者 ニ テハ

25%二 陽 性 ナ リ。(ト)ピ ル ケー 氏反 慮 ハ 多 クハ

弱 陽 性 ナ リ。(チ)ツ ル バ ン、 ゲ ルハ ル ド氏 法 二

依 リ病 期 分 類 テ試 ミタル ニ大 多数 ハ第 一及 二期

二属 ス。(リ)胸 部 「レ」線 像 テ観 タル ニ第 一期 患

者 ニ テ ハ主 滲 出型 二屡ス ル者 多 キ モ第 二期 二届

スル者 ハ主 檜 殖 型 ノ モ ノ多 シ。(ヌ)2年 後 其 経

過 ラ知 リ得 タル20名 中10名 ハ既 二勤勢 二從 事

ス レ共3名 ハ死 亡 セ リ。 残 リノ・尚療 養 中 ノ者 ナ

リ。

今 村 教 授 ノ御 指 導蚊 御校 閲 ノ勢 二封 シ満 腔 ノ謝

意 ラ表 ス。
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